
AIJO®配筋王（AI鉄筋出来形システム）

AI
撮影画像から鉄筋
本数・配筋間隔・径

を自動計測

手軽さ
市販のタブレット
PC※1で計測可能

リアルタイム
計測結果を瞬時に
帳票へ反映

生産性
向上

検査を1人で完結

AIで鉄筋出来形計測を効率化!AIで鉄筋出来形計測を効率化!

配筋王の特徴

コンクリート構造物の配筋検査において、検査前の準備から計測、写真撮影・整理検査後の帳票
作成までに必要な多くの時間と労力を削減します
✔ロッドテープを配置し、市販のタブレットPCで配筋を撮影するだけでAIが鉄筋を自動で認識
✔鉄筋本数・鉄筋間隔・鉄筋径を瞬時に自動計測し、配筋検査の省力化・省人化を実現
✔専用の治具を用いることで、『かぶり厚』の計測も可能
✔計測写真に電子黒板を載せることができ、シームレスに納品

本システムは、コムシス情報システム㈱・日本高圧コンクリート(株)の共同開発です。

※イメージ

※1 使用に際して必要なスペックを有するタブレットPCが必要です。（裏面参照）

NETIS番号 CB-240002-A 特許番号 第7283849号



配筋検査の手順

お問合せ先

【札幌本社】〒060-0042 札幌市中央区大通西10丁目4番地133 南大通ビル新館3F
TEL 011-208-6101 FAX 011-207-5955

【帯広本店】〒080-0048 帯広市西18条北1丁目14番地
TEL 0155-33-1380 FAX 0155-33-6643

■測定者1名で配筋検査が可能
従来は鉄筋へのマーカー設置等の準備作業や
スケールによる計測、撮影、片付け作業等に
2～3名が携わっていた計測作業が測定者1名で
可能となります。

■安全性の向上
鉄筋へのマーカー設置が不要なため、
鉄筋上での作業が軽減できます。
また安全な場所から撮影することが
可能となり安全性が向上します。

■確実性の向上
配筋間隔や鉄筋径を自動計測するため、
スケールでの計測や記録の記載ミスを
無くせるため計測結果の確実性が向上します。

※メーカー及び販売店は、鉄筋出来形計測の結果の正確性、完全性、安全性等について保証は行わず、責任も負いかねます。
本システムは、鉄筋出来形計測を補助するものであり、設計値通りか否かはご利用者様にてご判断・ご確認願います。

「デジタルデータを活用した鉄筋出来形計測の実施要領

(案)(令和5年7月国土交通省大臣官房技術調査課)」に準

じ計測精度検証を行い、本実施要領で示されている精度

であることを確認しております。

ハードウェア諸元表

機種 Microsoft Surface Pro 8/9

OS Windows 11

CPU Intel Core i5 11世代 4コア以上

メモリ 16GB以上

SSD 256GB以上※5万回撮影まで写真保存可能

検査前に黒板
の登録ができ
撮影した写真
で電子黒板と
して表示。

検査が完了す
ると、撮影画
像と検査結果
の帳票が出力
されます。

専用治具を使用することでかぶり厚計測ができます。

-効果-

■電子黒板 ■帳票出力 ■かぶり厚計測
特 徴

■計測精度 ■推奨ハードウェア


